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土
木
学
会
環
境
工
学
委
員

会
（
委
員
長
＝
滝
沢
智
・
東

京
大
学
大
学
院
教
授
）
は
こ

の
ほ
ど
、
第
57
回
環
境
工
学

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
３
日
間

に
わ
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
た
。
今
回
は
水
供
給
シ

ス
テ
ム
や
下
水
処
理
水
の
利

用
・
影
響
な
ど
15
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
審
査
付
論
文
61
題
と
と

も
に
、自
由
投
稿
発
表
42
題
、

環
境
技
術
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
15
題
の
合
計
１
１
８
題

が
披
露
さ
れ
、
一
般
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
環
境
工
学
と

農
業
分
野
の
連
携
に
よ
る
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
工
学

の
役
割
」な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　

開
会
式
の
冒
頭
、
滝
沢
委

員
長
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
踏
ま
え

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と

な
っ
た
が
、
活
発
な
意
見
交

換
を
」、
開
催
地
主
催
者
代

表
の
池
本
良
子
・
金
沢
大
学

教
授
は
「
本
大
学
で
の
開
催

を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
模
索
し
た

が
、
実
現
で
き
ず
残
念
。
深

い
議
論
に
期
待
」
な
ど
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

審
査
付
論
文
な
ど
が
オ
ン

ラ
イ
ン
上
の
３
会
場
で
順
次

披
露
さ
れ
た
。
水
供
給
シ
ス

テ
ム
で
は
「
小
規
模
集
落
が

管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
実

態
」、排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
で

は
「
下
水
汚
泥
嫌
気
性
消
化

の
活
性
化
と
脱
色
」、
膜
処

理
で
は
「
Ｍ
Ｂ
Ｒ
に
お
け
る

マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
・
ナ
ノ
バ

ブ
ル
を
用
い
た
膜
洗
浄
の
可

能
性
」な
ど
が
発
表
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
環
境
工

学
と
農
業
分
野
の
連
携
に
よ

る
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
循

環
」
で
は
、
本
多
了
・
金
沢

大
学
准
教
授
が
趣
旨
説
明
を

行
い
、
下
水
道
資
源
の
農
作

物
栽
培
へ
の
有
効
利
用
、
下

水
汚
泥
と
農
業
廃
棄
物
の
混

合
メ
タ
ン
発
酵
な
ど
の
事
例

紹
介
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

ま
た
、
各
分
野
の
取
り
組

み
で
は
▽
国
土
交
通
省
の
取

り
組
み
～
下
水
道
資
源
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
～
（
国
交

省
下
水
道
部
下
水
道
企
画

課
）
▽
農
業
廃
棄
物
（
稲
わ

ら
）
と
下
水
汚
泥
の
混
合
消

化
（
鳥
取
環
境
大
学
）
▽
下

水
処
理
水
を
用
い
た
飼
料
用

米
栽
培
で
目
指
す
地
域
の

食
・
資
源
・
経
済
の
循
環
（
山

形
大
学
）
▽
町
田
市
剪
定
枝

資
源
化
事
業
～
み
ど
り
の
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
に
よ
る
準
型

社
会
の
形
成
～
（
町
田
市
環

境
資
源
部
）
―
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

国
交
省
は
下
水
道
エ
ネ
ル

ギ
ー
拠
点
化
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
に
よ
る
技
術
支
援
、
鳥

取
環
境
大
学
は
稲
わ
ら
と
下

水
汚
泥
（
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ

ン
デ
ィ
ッ
チ
法
汚
泥
・
標
準

法
汚
泥
）
と
の
高
温
混
合
消

化
の
有
効
性
、
山
形
大
学
は

下
水
処
理
水
の
連
続
灌
漑
に

よ
る
水
田
か
ら
の
温
室
効
果

ガ
ス
放
出
削
減
、
町
田
市
は

剪
定
枝
た
い
肥
化
の
取
り
組

み
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

環
境
工
学
と
農
業
分
野
の

連
携
推
進
に
お
け
る
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
議
論
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
本
多
准
教

授
、
パ
ネ
リ
ス
ト
を
講
演
者

が
務
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
か
ら
の
質
疑
応
答
方
式

で
実
施
。
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら

は
「
下
水
道
資
源
の
活
用
は

効
果
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
使

用
」「
下
水
道
の
イ
メ
ー
ジ

向
上
を
図
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化

で
き
る
仕
組
み
を
」「
地
産

地
消
で
地
域
経
済
に
貢
献

も
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
前
回
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
岡
山
大
学
）
の
発

表
論
文
の
う
ち
、
論
文
賞
２

題
（
浄
水
中
微
粒
子
に
よ
る

配
水
管
内
環
境
の
形
成
過
程

の
モ
デ
ル
化
と
そ
の
制
御
性

〈
京
都
大
学
〉、
混
合
メ
タ
ン

発
酵
基
質
と
し
て
の
浄
化
槽

　

東
京
都
水
道
局
は
、
千
代

田
区
神
田
錦
町
三
丁
目
地
先

の
配
水
管
を
「
ア
イ
ス
ピ
グ

管
内
洗
浄
工
法
」
で
洗
浄
し

た
。
同
局
で
初
め
て
の
現
場

施
工
と
な
る
。
対
象
管
路
は

昭
和
62
年
に
布
設
さ
れ
た
φ

２
５
０
の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
２
５
８
㍍
で
、
管
内
の
清

掃
を
す
る
こ
と
が
目
的
。
施

工
は
、
ア
イ
ス
ピ
グ
関
東
地

域
協
会
会
員
の
管
清
工
業
東

京
本
部
が
担
当
し
、
作
業
は

夜
間
に
実
施
し
た
。

　

現
場
周
辺
は
店
舗
や
大
規

模
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
高
校

や
大
学
な
ど
が
並
び
立
っ
て

い
る
た
め
、
水
質
へ
の
影
響

が
少
な
く
作
業
時
間
が
短
時

間
で
、
洗
浄
剤
が
詰
ま
る
リ

ス
ク
の
な
い
工
法
で
あ
る
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て
い
た
。

　

ア
イ
ス
ピ
グ
洗
浄
工
法
を

選
定
し
た
理
由
と
し
て
は
、

水
と
塩
か
ら
成
る
氷
を
主
剤

と
し
て
い
る
の
で
詰
ま
る
リ

ス
ク
が
な
く
、
周
辺
の
水
質

へ
の
影
響
も
少
な
い
こ
と

や
、
一
度
に
長

い
距
離
を
洗
浄

す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
断
水

時
間
が
短
く
て

済
み
、
安
全
で

洗
浄
効
果
が
高

い
こ
と
、
こ
れ

ま
で
に
全
国
の

自
治
体
で
多
く

の
実
績
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　

洗
浄
に
使
用

し
た
特
殊
ア
イ

ス
シ
ャ
ー
ベ
ッ

か
ら
排
出
ま
で
の
作
業
に
要

し
た
時
間
は
、
約
35
分
だ
っ

た
。

　

施
工
に
立
ち
会
っ
た
同
局

中
央
支
所
配
水
課
の
工
事
担

当
者
は
、「
今
回
洗
浄
し
た

管
路
は
、
昭
和
62
年
に
布
設

さ
れ
、
部
分
的
に
更
新
し
て

い
る
が
30
年
以
上
経
過
し
て

い
る
。
当
局
で
は
、
古
い
水

道
管
に
つ
い
て
は
取
替
を
基

本
と
し
て
い
る
が
、
埋
設
物

の
輻
輳
な
ど
に
よ
り
取
替
が

困
難
な
場
所
も
多
く
あ
る
。

古
い
管
の
水
質
確
保
の
ひ
と

つ
の
方
法
と
し
て
今
回
、
水

道
管
の
洗
浄
を
行
っ
た
。
本

工
法
に
よ
る
管
の
洗
浄
は
初

め
て
だ
っ
た
が
、
洗
浄
中
に

採
取
し
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ
お

よ
び
洗
浄
後
の
管
内
カ
メ
ラ

調
査
画
像
を
見
て
も
、
一
定

の
効
果
を
確
認
で
き
、
有
効

な
洗
浄
作
業
で
あ
っ
た
と
考

え
る
」
と
評
価
し
た
。

ト
（
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
６
・
６
㌧
は
、

専
用
の
デ
リ
バ
リ
ー
ユ
ニ
ッ

ト
車
３
台
で
搬
入
し
、
付
属

の
ポ
ン
プ
で
消
火
栓
を
通
じ

て
注
入
し
た
。

　

Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
含
氷
率
が
70
％

以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
既
存
の
水
流
を
使
い
、

管
内
で
形
成
し
た
長
さ
約
１

３
４
・
５
㍍
の
ア
イ
ス
ピ
グ

を
平
均
流
量
約
20
㍑
／
分
で

押
し
流
し
た
。
ア
イ
ス
ピ
グ

が
回
収
口
に
到
達
す
る
ま
で

の
推
進
状
況
は
、
回
収
口
に

設
置
し
た
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
水
質
監

視
装
置
）
で
水
温
、
圧
力
、

流
量
、
電
気
伝
導
度
、
濁
度

な
ど
を
測
定
し
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
た
。

　

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
示
し
た
数
値
か

ら
は
、
圧
力
上
昇
に
よ
る
流

量
低
下
も
見
ら
れ
ず
、
計
画

値
通
り
の
安
定
し
た
流
量
で

順
調
に
ア
イ
ス
ピ
グ
が
推
進

し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
透
明
の
ア
ク
リ
ル
管
を

通
じ
て
、
ア
イ
ス
ピ
グ
が
汚

れ
を
取
り
込
み
な
が
ら
進
む

に
つ
れ
、
色
が
白
か
ら
濃
い

茶
色
に
変
化
す
る
様
子
が
確

認
で
き
た
。
Ｓ
Ｉ
Ｓ
の
注
入

　

東
京
都
水
道
局
は
さ
き
ご

ろ
、
都
庁
で
「
令
和
２
年
度

東
京
水
道
技
術
エ
キ
ス
パ
ー

ト
認
定
式
」
を
開
い
た
。
高

度
な
技
術
や
貴
重
な
職
務
経

験
を
有
す
る
職
員
を
東
京
水

道
技
術
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し

て
認
定
し
、
そ
の
技
術
力
を

活
用
し
て
効
率
的
に
技
術
の

継
承
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
20
年
度
か
ら
導
入

し
て
い
る
制
度
。
今
年
度
は

新
た
に
８
人
を
エ
キ
ス
パ
ー

ト
に
認
定
し
、
設
計
施
工
管

理
・
浄
水
・
配
水
・
給
水
・

水
運
用
・
水
質
・
水
源
管
理
・

営
繕
の
各
分
野
で
あ
わ
せ
て

80
人
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

認
定
式
で
は
、浜
佳
葉
子
・

局
長
が
認
定
者
に
認
定
証
を

手
渡
し
た
後
、「
皆
さ
ん
が

お
持
ち
の
知
識
・
経
験
を
職

場
の
方
々
ら
に
伝
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
東
京
の
水
道
事

業
の
発
展
・
継
続
の
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
お
力
添
え
を
」

と
語
っ
た
。

　

エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
、
同
じ

職
場
の
職
員
に
対
す
る
助
言

の
ほ
か
、
別
の
職
場
の
職
員

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し

て
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た

質
問
箱
を
活
用
し
て
助
言
を

行
う
。
ま
た
、
経
験
・
ノ
ウ

ハ
ウ
と
い
っ
た
暗
黙
知
を
他

の
職
員
が
活
用
で
き
る
よ
う

に
形
式
知
化
す
る
作
業
に
つ

い
て
、提
案
・
助
言
を
行
う
。

さ
ら
に
、
各
部
署
か
ら
の
依

頼
に
よ
り
各
種
検
討
会
な
ど

に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参

加
す
る
。

　

下
水
道
事
業
支
援
セ
ン

タ
ー
は
「
下
水
道
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
を
募
集
し
て
い
る
。

応
募
資
格
は
、
国
土
交
通

省
、
日
本
下
水
道
事
業
団
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
で
下
水

道
事
業
を
豊
富
に
経
験
し
退

職
し
た
人
（
令
和
３
年
３
月

末
退
職
予
定
者
も
含
む
）

で
、
原
則
50
歳
か
ら
70
歳
ま

で
の
健
康
な
人
。
委
託
期
間

は
今
年
４
月
か
ら
３
年
間

で
、
そ
の
後
は
希
望
に
よ
り

更
新
も
で
き
る
。
応
募
締
め

切
り
は
２
月
17
日
。
詳
細
は

同
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
。

　

下
水
道
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

は
現
在
、40
人
が
登
録
さ
れ
、

講
演
、
相
談
、
助
言
指
導
で

活
躍
し
て
い
る
。

汚
泥
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
値
評

価
〈
京
都
大
学
〉）
と
論
文

奨
励
賞
１
題
（
膜
ろ
過
浄
水

施
設
で
長
期
間
使
用
さ
れ
た

Ｐ
Ｖ
Ｄ
Ｆ
製
中
空
糸
膜
の
劣

化
機
構
の
解
明
〈
東
京
大

学
〉）
が
表
彰
さ
れ
た
。

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
活
用

し
た
施
設
管
理

に
つ
い
て
、
具

体
的
な
導
入
方

法
を
は
じ
め
と

し
た
質
問
が
寄

せ
ら
れ
る
な

ど
、
活
発
な
意

見
交
換
を
行
っ

た
。

　

研
修
参
加
者

か
ら
は
「
ウ
ェ

ブ
研
修
で
は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
導
入
に
向
け
て
の

有
効
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ

た
」、「
リ
ス
ク
評
価
に
関
す

る
説
明
が
印
象
深
か
っ
た
」、

「
保
全
、
修
繕
が
大
切
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
」、「
知

識
が
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
を
育

成
す
る
重
要
性
を
感
じ
た
」

と
い
っ
た
意
見
・
感
想
が

あ
っ
た
。

　

最
終
日
に
は
情
報
交
換
会

を
開
催
、
研
修
参
加
者
か
ら

は
仙
台
市
が
行
っ
て
い
る
ア

　

仙
台
市
建
設
局
は
こ
の
ほ

ど
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
課
題
別
研

修
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
活
用
し
た
下
水
道
資
産

の
適
正
管
理
」
で
、
お
よ
そ

７
週
間
に
わ
た
り
e
ラ
ー
ニ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
遠

隔
で
研
修
を
行
っ
た
。

　

老
朽
化
し
た
下
水
道
施
設

の
状
態
評
価
と
更
新
対
象
施

設
の
合
理
的
な
選
定
、
自
然

災
害
に
対
す
る
強
靭
化
を
考

慮
し
た
施
設
管
理
が
で
き
る

よ
う
、
下
水
道
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
知
識
や

技
術
を
習
得
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
エ
チ
オ

ピ
ア
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー

ル
、
キ
ュ
ー
バ
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
の
４
カ
国
か
ら
下
水

道
施
設
の
管
理
、
計
画
な
ど

を
所
管
す
る
中
央
・
地
方
政

府
の
行
政
官
ら
12
人
が
参
加

し
た
。

手
記
「
ち
い
さ
な
道
標
」

～
平
成
30
年
７
月
豪
雨
浄
水
場
喪
失
か
ら
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
～

石
丸 

孔
士

コ
ー
ジ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表
（
前
宇
和
島

市
水
道
局
長
併
任
南
予
水
道
企
業
団
事
務
局
長
）

〈27〉

◆
松
山
市
公
営
企
業
局
（
四
）
～
日

水
協
ル
ー
ト
と
励
ま
し
～

　

そ
の
１
時
間
ほ
ど
前
、
仙
台
市
水

道
局
の
２
人
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
仙
台
市
は
宇
和
島
市
へ
の
統

括
班
派
遣
を
正
式
決
定
し
ま
し
た
。

早
速
日
水
協
ル
ー
ト
で
の
申
し
入
れ

に
移
り
ま
す
。
一
歩
前
進
で
す
。

　

11
時
15
分
、
仁
村
給
水
課
長
に
、

明
和
工
業
か
ら
２
０
０
口
径
の
仮
設

管
１
０
０
０
㍍
分
が
発
送
さ
れ
た
と

の
電
話
が
入
り
ま
し
た
。
直
後
、
今

度
は
仙
台
市
水
道
局
の
桜
島
次
長
か

ら
私
へ
の
電
話
で
、
統
括
班
４
人
が

２
日
後
の
19
日
夕
刻
到
着
す
る
見
込

み
と
の
嬉
し
い
情
報
が
も
た
ら
さ
れ

ま
す
。

　

良
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
、
意
気

揚
々
と
仙
台
市
の
統
括
班
派
遣
受
諾

の
件
を
松
山
市
公
営
企
業
局
へ
連
絡

し
た
と
こ
ろ
、
思
わ
ぬ
言
葉
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

　

派
遣
秩
序
維
持
の
た
め
、
統
括
班

を
含
む
派
遣
は
あ
く
ま
で
愛
媛
県
支

部
内
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
で

駄
目
な
ら
中
四
国
地
方
支
部
、
そ
し

て
本
部
の
順
に
範
囲
を
広
げ
て
い
く

よ
う
、
日
水
協
本
部
か
ら
指
示
を
受

け
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
は
頭
の
中
は
、
喜
怒
哀
楽
の
ど

れ
も
当
て
は
ま
ら
な
い
、
い
や
全
て

が
入
り
乱
れ
た
感
情
で
埋
め
尽
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
仙
台
市
に
対
し

お
願
い
し
て
き
た
調
整
が
全
て
無
駄

と
な
り
、
決
ま
り
か
け
て
い
た
支
援

が
ゼ
ロ
と
な
る
の
で
す
。
日
水
協
本

部
の
方
針
も
十
分
理
解
で
き
ま
す
。

効
率
は
も
と
よ
り
、
万
が
一
東
日
本

で
急
な
支
援
が
必
要
に
な
っ
た
時
な

ど
の
こ
と
を
考
え
る
と
そ
う
な
る
の

は
当
然
で
す
。

　

た
だ
…
、
仙
台
市
は
４
０
０
年
以

上
の
お
付
き
合
い
の
あ
る
言
わ
ば
親

戚
。
そ
の
親
戚
が
支
援
す
る
と
言
う

の
に
、
な
ぜ
そ
れ
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
…
。
こ
の
方
針
は
頭

で
は
理
解
で
き
て
も
し
ば
ら
く
自
分

の
中
で
消
化
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

一
層
の
事
、
水
道
の
世
界
と
は
全

く
異
な
る
ル
ー
ル
を
最
初
か
ら
仙
台

市
に
は
当
て
は
め
て
お
け
ば
良
か
っ

た
の
か
、
と
も
。
事
実
、
給
水
所
運

営
に
必
要
な
人
員
の
派
遣
は
別
ル
ー

ト
で
依
頼
し
、
多
く
の
方
々
が
支
援

に
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
豊
後

水
道
の
対
岸
大
分
県
庁
や
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
の
自
治
体
な
ど
か
ら
。

　

そ
ん
な
私
の
耳
に
、
電
話
の
向
こ

う
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
の
は
、
頭
の

中
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
吹
き
飛
ば
す
平

松
管
理
者
の
言
葉
で
し

た
。「
施
工
業
者
が
足

り
な
い
場
合
の
松
山
市

管
工
事
組
合
か
ら
の
派

遣
も
含
め
、
何
と
か
松

山
市
が
考
え
る
」
と
力

強
い
声
で
。

　

仙
台
市
水
道
局
の
準

備
は
無
駄
に
な
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
松
山
市

公
営
企
業
局
に
頼
ろ
う

と
私
が
気
持
ち
を
切
り

替
え
た
の
は
そ
の
時
の

こ
と
で
し
た
。

◆
浄
水
場
復
旧
調
整
会

議
　

13
時
30
分
、
南
予
水

道
企
業
団
１
階
の
会
議

室
に
多
く
の
関
係
者
が

集
ま
っ
て
、
浄
水
場
復

旧
調
整
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
代
替
浄
水

施
設
の
早
期
完
成
に
向

け
関
係
者
全
員
で
知
恵

を
絞
る
、
本
当
に
重
要

な
節
目
の
会
議
で
す
。

　

集
ま
っ
た
の
は
南
予
水
道
企
業

団
・
宇
和
島
市
水
道
局
・
愛
媛
県
・

厚
生
労
働
省
・
陸
上
自
衛
隊
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
株
式
会
社
Ｎ
Ｊ

Ｓ
・
総
合
水
事
業
会
社
の
水
ｉ
ｎ
ｇ

株
式
会
社
・
可
搬
式
大
型
浄
水
器

メ
ー
カ
ー
の
日
本
原
料
株

式
会
社
・
柿
原
浄
水
場
の

運
転
管
理
を
委
託
し
て
い

る
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
ズ
株
式
会
社
、
そ
し
て

松
山
市
・
仙
台
市
・
横
浜

市
、
会
議
室
の
中
が
一
杯

と
な
り
ま
し
た
。

　

吉
田
地
域
・
三
間
地
域

の
そ
れ
ぞ
れ
で
何
が
ボ
ト

ル
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
か
、

解
決
済
み
の
事
項
を
含
め

南
予
水
道
企
業
団
の
竹
本

事
務
局
長
が
資
料
に
従
い
説
明
し
て

い
き
ま
す
。

　

出
席
し
た
メ
ン
バ
ー
が
抱
い
て
い

た
懸
念
は
、
概
ね
そ
の
資
料
に
整
理

さ
れ
て
い
た
想
定
と
一
致
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
代
替
浄
水
施
設
の
基
幹
設

備
と
な
る
日
本
原
料
製
可
搬
式
浄
水

器
、
大
型
の
シ
フ
ォ
ン
タ
ン
ク
と
通

常
の
モ
バ
イ
ル
シ
フ
ォ
ン
タ
ン
ク
の

件
で
す
。
こ
れ
ら
は
現
在
の
と
こ

ろ
、
両
地
区
最
大
必
要
水
量
の
７
割

程
度
の
能
力
分
し
か
集
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
給
水
課
長
の
仁
村
に

よ
る
と
多
く
の
人
が
帰
省
す
る
盆
と

正
月
に
給
水
量
が
跳
ね
上
が
り
、
中

で
も
酷
暑
の
お
盆
は
１
年
の
給
水
量

ピ
ー
ク
と
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

た
だ
こ
の
時
の
工
程
表
で
は
、
通

水
開
始
見
込
み
が
早
く
て
８
月
下

旬
。
仮
に
工
程
が
前
倒
し
と
な
り
お

盆
に
通
水
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、

徹
底
的
な
節
水
を
要
請
し
な
が
ら
乗

り
切
る
し
か
な
い
。
誰
も
が
そ
れ
に

引
っ
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
れ
よ
り
も
大
型
の
浄
水
器
、
シ

フ
ォ
ン
タ
ン
ク
Ｓ
Ｔ
３
０
０
０
の
運

搬
問
題
で
す
。
同
機
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
用
に

準
備
さ
れ
、
当
時
茨
城
県
高
萩
市
で

東
京
都
へ
の
納
入
待
ち
で
し
た
。

　

結
果
的
に
、国
・
東
京
都
・
愛
媛
県
・

請
負
業
者
の
連
携
に
よ
っ
て
南
予
水

道
企
業
団
へ
の
融
通
が
実
現
し
、
最

終
的
に
は
陸
上
自
衛
隊
に
よ
る
輸
送

が
実
現
し
た
こ
と
で
、
現
場
到
着
が

大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
の
で
し
た
が
、

本
来
な
ら
ば
、
通
過
す
る
都
府
県
全

て
の
知
事
許
可
が
必
要
で
、
運
搬
に

時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
と
い
う
工
程

上
の
懸
念
が
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の

日
は
こ
の
件
に
つ
い
て
ま
だ
調
整
を

進
め
て
い
る
段
階
で
し
た
の
で
、
当

然
な
が
ら
大
き
な
懸
念
事
項
の
ひ
と

つ
で
し
た
。

　

こ
の
融
通
と
輸
送
の
舞
台
裏
に
つ

い
て
は
一
部
の
報
道
機
関
が
詳
し
く

取
材
し
、現
在
で
も「
吉
田
・
浄
水
器
・

自
衛
隊
・
運
搬
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で

ネ
ッ
ト
検
索
す
れ
ば
記
事
が
ヒ
ッ
ト

し
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
詳
細
を
記
す

の
は
控
え
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
少
し
だ
け
、
報
道
さ
れ
て
な

い
部
分
に
触
れ
て
お
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
手
記
は
本
紙
掲
載
後
の
１
週
間

後
を
目
安
に
、
石
丸
氏
の
事
務
所
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（https://cozycon.net

）

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

代替施設の搬送が大きな懸念事項に

環
境
工
学
と
農
業
の
連
携
で
討
論

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
１
１
８
題
披
露

土

木

学

会

環
境
工
学
委

下
水
道
ア
セ
ッ
ト
テ
ー
マ
に

４
カ
国
12
人
に
遠
隔
研
修

仙
台
市

建
設
局

効
率
的
な
技
術
継
承
へ

新
た
に
８
人
が
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に

東
京
都

水
道
局

ア
イ
ス
ピ
グ
初
施
工
で
効
果
を
確
認

神
田
地
区
の
配
水
管
を
洗
浄

東
京
都

水
道
局

作業は夜間に実施した（消火栓を通じてＳＩＳ
を注入する様子）

エ
キ
ス
パ
ー
ト
認
定
者
と
局
幹
部

研修参加者の発言に耳を傾ける仙台市
職員

デリバリーユニット３台で特殊アイスシャー
ベット（ＳＩＳ）を搬入

下
水
道
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
募
集

下
水
道
事
業
支
援
セ

シフォンタンクの搬送は多くの関係者
の連携によって実現

２０２１年（令和３年）１月１４日（木曜日）


